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観 光 部 

令和６年度当初予算のポイント・主要事業 

１ 予算調製にあたっての基本的な考え方 

令和６年度は、全国的に回復する旅行需要を着実に県内に取り込むため、熊野古道世界

遺産登録 20周年や 2025年大阪・関西万博等の好機を捉え、観光誘客に取り組む年になり

ます。 

一方、本県は豊かな食や歴史、文化、自然等の観光資源に恵まれていますが、首都圏か

らの旅行者やインバウンドの需要を十分に取り込むことができていない状況にあります。 

そこで、国内外の旅行者に観光の目的地として本県が選ばれるために、特に首都圏等大

都市圏の比較的消費単価の高い顧客層を対象とした観光プロモーションや、海外からの高

付加価値旅行者誘致に向けた和歌山県や奈良県と連携した広域でのプロモーションによる

「戦略的な観光誘客の推進」に取り組みます。 

また、ＤＭＯ（観光地域づくり法人）が地域における観光地づくりの司令塔としての役

割を担えるよう、全県ＤＭＯの基盤強化に取り組むほか、ＤＭＯ等が行う宿泊施設や観光

案内の充実の取組への支援や、旅行者が快適に滞在できる質が高い受入環境の充実に向け

た取組等により「質が高く持続可能な観光地づくり」を推進します。 

さらに、観光産業における人手不足が深刻化している状況をふまえ、観光事業者の生産

性向上や人材確保の取組の支援等により、「魅力的な観光産業の確立」に取り組みます。 

 

２ 主な重点項目 

（１）質が高く持続可能な観光地づくり 

地域におけるＤＭＯを中心とした観光地づくりの実現に向けて、全県ＤＭＯである （公

社）三重県観光連盟の基盤強化を通じて地域ＤＭＯの支援に取り組むほか、観光地づくり

に意欲的なＤＭＯ等が行う宿泊施設の改修等の取組や観光コンテンツの開発、販売提供体

制の構築及び地域ブランディング等の取組を支援します。また、上質な宿泊施設の誘致や、

ヘリコプターの活用に向けた実証等、旅行者が快適に滞在できる質が高い受入環境の充実

に取り組みます。 

≪主な事業≫ 

〇ＤＭＯを中心とした持続可能な観光地マネジメントの確立 

 （一部新）全県ＤＭＯ経営基盤強化事業                  １６１，４６１千円 

                                   ［観光振興課（224）3116］ 

 

〇三重の特色を生かした滞在型観光の推進 

 （一部新）拠点滞在型観光推進事業                    ５８７，７４７千円 

                                   ［観光振興課（224）3116］ 
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〇旅行者を受け入れる環境の充実 

（一部新）観光客受入環境整備事業                     ５６，７５８千円 

                                     ［観光振興課（224）3116］ 

（新）みえの風土を活用した観光推進事業                  ２７，６４４千円 

   ＜事業実施期間：令和6年度～令和8年度＞                ［観光振興課（224）3116］ 

 

（２）戦略的な観光誘客の推進 

国内外からの戦略的な観光誘客の推進に向けて、熊野古道世界遺産登録20周年イベント

と連動した観光プロモーションや2025年大阪・関西万博への旅行を検討する旅行者をター

ゲットとした旅行商品の造成等に取り組みます。特にインバウンド誘客については、和歌

山県や奈良県と連携した広域での効果的なプロモーション等により、海外からの高付加価

値旅行者層の誘致に取り組むとともに、地域への経済波及効果の高いＭＩＣＥ誘致、産業

観光の推進に取り組みます。 

≪主な事業≫ 

○大規模イベントや周年事業を契機とした観光プロモーションの推進 

 （一部新）みえ観光の産業化推進事業                  ２９３，３４０千円 

                                ［観光誘客推進課（224）2802］ 

観光需要平準化促進事業                        １７３，２１６千円 

                                ［観光誘客推進課（224）2802］ 

 

〇戦略的な観光マーケティングの推進 

 戦略的な観光マーケティング推進事業                   ８２，５７６千円 

                                   ［観光戦略課（224）3115］ 

 

〇海外の高付加価値旅行者の誘致促進 

 （一部新）高付加価値旅行者層誘致促進事業                ５７，７８８千円 

                                   ［海外誘客課（224）2974］ 

 

〇ＭＩＣＥ・産業観光の推進 

 （一部新）海外ＭＩＣＥ誘致促進事業                   ３７，４２１千円 

                                   ［海外誘客課（224）2974］ 

産業観光推進事業                            １３，５６９千円 

                                   ［海外誘客課（224）2974］ 

 

 

 

 

 

 



 観光部 3  

（３）魅力的な観光産業の確立 

県内観光産業の持続可能な成長産業への転換を支援するため、観光事業者が抱える課題

解決に向けたコンサルティング支援などにより、事業者の生産性向上に向けた取組を支援

するとともに、人手不足が深刻化している状況をふまえ、観光産業に特化した就職説明会

の開催など人材確保の取組を支援します。 

≪主な事業≫ 

○観光産業の生産性向上 

 （新）観光産業生産性向上推進事業                    ３４，２２７千円 

  ＜事業実施期間：令和6年度～令和8年度＞              ［観光戦略課（224）3115］ 

 

○観光産業を支える人材の確保・育成・定着 

（新）観光産業人材確保・育成事業                    ３２，３０４千円 

  ＜事業実施期間：令和6年度～令和8年度＞              ［観光戦略課（224）3115］ 

（新）観光産業魅力発信事業                        ５，４７６千円 

  ＜事業実施期間：令和6年度～令和8年度＞              ［観光戦略課（224）3115］ 

 

 

3,570,993 2,459,837 △1,111,156 68.9%

3,570,993 2,459,837 △1,111,156 68.9%

一般会計

商工費

令和６年度　観光部関係当初予算総括表

単位：　千円

区　　分

令和５年度

当初予算額

（A）

令和６年度

当初予算額

（B）

前年度

比較増減

（B-A)

B／Ａ
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３ その他の主要事業 

政 策 名 ・ 施 策 名 及 び 事 業 の 内 容 
担当課・ 

電話番号 

《政策名：観光・魅力発信》 

〈施策名：（ 5 - 1 ）持続可能な観光地づくり〉 

１ みえガストロノミーツーリズム推進事業         ２５，７１８千円 

【(5-1-1)拠点滞在型観光の推進】 

（第７款 商工費 第１項 商工業費 １０ 観光振興費） 

地域特有の食材・習慣・伝統・歴史等によって育まれた食や食文化に触れる旅（ガ

ストロノミーツーリズム）を推進するため、地域の生産者、料理人、宿泊事業者な

ど様々な関係者による食文化の発信や体験プログラムの提供、関係者同士の交流機

会の創出などを支援します。 

 

２ 観光事業推進費                       ５３４千円 

【(5-1-3)受入れ環境の整備】 

          （第７款 商工費 第１項 商工業費 １０ 観光振興費） 

令和６年能登半島地震における観光関連の対応についての現地調査や観光防災

セミナーの開催など、観光防災等に取り組みます。 

 

〈施策名：（ 5 - 2 ）戦略的な観光誘客〉 

３ （一部新）プラス三重旅促進事業            ５０，０３３千円 

【(5-2-3)インバウンドの誘客】 

          （第７款 商工費 第１項 商工業費 １０ 観光振興費） 

大阪・関西万博やＦ１日本グランプリなど、海外からも注目される大規模イベン

トを目的に来訪する外国人旅行者や、東京―大阪間や関西圏を中心にゴールデンル

ートを周遊する外国人旅行者の三重県への周遊・宿泊を促進するため、関西観光本

部や日本政府観光局（JNTO）とも連携し、情報発信や旅行商品の造成等に取り組み

ます。 

 

 

《政策名：農林水産業》 

〈施策名：（ 6 - 4 ）農山漁村の振興〉 

４ みえのさと体験推進事業                 ８，９０８千円 

【(6-4-1)人や産業が元気な農山漁村づくり】 

（第７款 商工費 第１項 商工業費 １０ 観光振興費） 

農山漁村地域での来訪客の周遊化を図るため、大型集客施設等と連携し、農山漁

村地域ならではの「食」、「泊」、「体験」を楽しむ「農泊」の周遊プランの造成

や、自然を生かした体験イベントの開催などに取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

観光振興課 

(059-224-3116) 

 

 

 

 

 

 

観光総務課 

(059-224-2077) 

 

 

 

 

 

海外誘客課 

(059-224-2847) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農山漁村づくり

課 

(059-224-2551) 
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政 策 名 ・ 施 策 名 及 び 事 業 の 内 容 
担当課・ 

電話番号 

５ 農泊の推進・レベルアップ事業              ８，２３０千円 

【(6-4-1)人や産業が元気な農山漁村づくり】 

          （第７款 商工費 第１項 商工業費 １０ 観光振興費） 

農泊を通じて、農山漁村地域への誘客促進や地域における労働力の確保を図るた

め、企業等が福利厚生や研修の場として活用できるモニターツアーの実施や、SNS

などを活用した情報発信に取り組みます。 

 

 

農山漁村づくり

課 

(059-224-2551) 
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行
う

宿
泊

施
設

の
改

修
等

の
取

組
や

観
光

コ
ン

テ
ン

ツ
の

開
発

、
販

売
提

供
体

制
の

構
築

及
び

地
域

ブ
ラ

ン

デ
ィ

ン
グ

等
の

取
組

を
支

援
し

ま
す

。
ま

た
、

上
質

な
宿

泊
施

設
の

誘
致

や
、

ヘ
リ

コ
プ

タ
ー

の
活

用
に

向
け

た
実

証
等

、
旅

行
者

が
快

適
に

滞
在

で
き

る
質

が
高

い
受

入
環

境
の

充
実

に
取

り
組

み
ま

す
。

（令
和
５
年
度
「拠
点
滞
在
型
観
光
×
三
重
」
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
モ
デ
ル
事
業

造
成
例
）

①
（
一
部
新
）
全
県
D
M
O
経
営
基
盤
強
化
事
業
1
6
1
,4
6
1
千
円

・
全

県
D

M
O

で
あ

る
三

重
県

観
光

連
盟

が
観

光
地

経
営

の
司

令
塔

と
し

て
の

役
割

を
担

う
た

め
、

新
た

に
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
向

け
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ

ン
を

推
進

す
る

体
制

を
整

備

・
三

重
県

観
光

連
盟

が
地

域
D

M
O

へ
の

支
援

業
務

を
着

実
に

実
施

で
き

る
よ

う
基

盤
強

化
を

図
り

、
地

域
に

お
け

る
D

M
O

を
中

心
と

し
た

観
光

地
づ

く
り

を
推

進

樹
木
と
触
れ
合
う
ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
体
験

（
大
台
町
奥
伊
勢
フ
ォ
レ
ス
ト
ピ
ア
）

※
 上

記
の

取
組

に
加

え
、

南
部

地
域

の
観

光
イ

ン
フ

ラ
を

充
実

さ
せ

る
た

め
、

上
質

な
「

み

え
旅

」
宿

泊
施

設
立

地
補

助
金

の
拡

充
に

よ
り

、
南

部
地

域
の

中
で

も
宿

泊
施

設
の

少
な

い

地
域

へ
の

立
地

を
促

進

観光部 7



２
戦
略
的
な
観
光
誘
客
の
推
進

海
外
誘
客
課

⑤
⑥
⑦
05
9-
2
24
-
29
7
4

（
３
）
海
外
の
高
付
加
価
値
旅
行
者
の
誘
致
促
進

⑤
（
一
部
新
）
高
付
加
価
値
旅
行
者
層
誘
致
促
進
事
業

5
7
,7
8
8
千
円

・
高

付
加

価
値

旅
行

者
層

の
誘

致
に

特
化

し
た

セ
ー

ル
ス

レ
ッ

プ
（

営
業

代
理

人
）

の
設

置
・

県
内

D
M

O
が

主
体

と
な

っ
た

高
付

加
価

値
旅

行
者

誘
致

の
取

組
へ

の
支

援
・

和
歌

山
県

、
奈

良
県

等
と

連
携

し
た

紀
伊

半
島

な
ど

広
域

で
の

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン

（
１
）
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
や
周
年
事
業
を
契
機
と
し
た

観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進

（
２
）
戦
略
的
な
観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
推
進

④
戦
略
的
な
観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
推
進
事
業

8
2
,5
7
6
千
円

・
デ

ー
タ

分
析

に
基

づ
く

観
光

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
を

推
進

す
る

た
め

の

「
み

え
旅

お
も

て
な

し
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
」

の
利

便
性

向
上

・
デ

ー
タ

分
析

ス
キ

ル
の

向
上

の
た

め
、

市
町

・
D

M
O

等
へ

の
セ

ミ
ナ

ー

の
開

催

国
内

外
か

ら
の

戦
略

的
な

観
光

誘
客

の
推

進
に

向
け

て
、

熊
野

古
道

世
界

遺
産

登
録

2
0
周

年
イ

ベ
ン

ト
と

連
動

し
た

観
光

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
や

2
0
2
5
年

大
阪

・

関
西

万
博

へ
の

旅
行

を
検

討
す

る
個

人
旅

行
者

を
タ

ー
ゲ

ッ
ト

と
し

た
旅

行
商

品
の

造
成

等
に

取
り

組
み

ま
す

。

特
に

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

誘
客

に
つ

い
て

は
、

和
歌

山
県

や
奈

良
県

と
連

携
し

た
広

域
で

の
効

果
的

な
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

、
海

外
か

ら
の

高
付

加
価

値
旅

行

者
層

の
誘

致
に

取
り

組
む

と
と

も
に

、
地

域
へ

の
経

済
波

及
効

果
の

高
い

M
IC

E
誘

致
、

産
業

観
光

の
推

進
に

取
り

組
み

ま
す

。

（
４
）
M
I
C
E
・
産
業
観
光
の
推
進

⑦
産
業
観
光
推
進
事
業
1
3
,5
6
9
千
円

・
海

外
企

業
の

報
奨

旅
行

・
研

修
旅

行
の

誘
致

促
進

に
向

け
た

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
・

視
察

受
入

企
業

の
裾

野
拡

大

観
光
戦
略
課

④
0
5
9
-2
2
4-
3
11
5

観
光
誘
客
推
進
課

①
②
0
59
-
22
4
-2
8
02

①
（
一
部
新
）
み
え
観
光
の
産
業
化
推
進
事
業
2
9
3
,3
4
0
千
円

・
S
N

S
や

雑
誌

等
様

々
な

媒
体

を
組

み
合

わ
せ

た
戦

略
的

な
情

報
発

信

・
熊

野
古

道
世

界
遺

産
登

録
2
0
周

年
記

念
事

業
と

連
動

し
た

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
や

交
通

事
業

者
等

と
連

携
し

た
旅

行
商

品
の

造
成

・
販

売

・
2
0
2
5
年

大
阪

・
関

西
万

博
へ

の
旅

行
を

検
討

す
る

個
人

旅
行

者
を

タ
ー

ゲ
ッ

ト
と

し
た

旅
行

商
品

の
造

成
・

販
売

・
株

式
会

社
ポ

ケ
モ

ン
と

連
携

し
た

県
内

へ
の

誘
客

や
周

遊
促

進
の

取
組

②
観
光
需
要
平
準
化
促
進
事
業

1
7
3
,2
1
6
千
円

・
観

光
需

要
の

平
準

化
に

向
け

、
閑

散
期

や
平

日
を

対
象

と
し

た
、

交
通

事
業

者
を

活
用

し
た

旅
行

商
品

の
造

成
・

販
売

や
体

験
コ

ン
テ

ン
ツ

等
の

利
用

促
進

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

を
実

施

・
将

来
の

フ
ァ

ン
獲

得
に

向
け

た
、

教
育

旅
行

誘
致

の
強

化

伝
統
工
芸
品
工
場
の
視
察

海
外
の
旅
行
会
社
と
の
商
談
会

高
付
加
価
値
市
場
向
け
フ
ァ
ム
ツ
ア
ー

③
（
一
部
新
）
全
県
D
M
O
経
営
基
盤
強
化
事
業

6
3
,5
8
3
千
円
【
一
部
】
【
再
掲
】

・
官

民
連

携
組

織
で

あ
る

三
重

県
観

光
連

盟
が

取
り

組
む

、
東

南
ア

ジ
ア

や
台

湾
等

の
ア

ジ
ア

市
場

を
タ

ー
ゲ

ッ
ト

と
し

た
情

報
発

信
や

、
海

外
旅

行
博

、
商

談
会

へ
の

出
展

等
の

海
外

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
を

支
援

観
光
振
興
課

③
0
5
9
-2
2
4-
3
11
6

⑥
（
一
部
新
）
海
外
M
I
C
E
誘
致
促
進
事
業

3
7
,4
2
1
千
円

・
Ｇ

７
伊

勢
志

摩
サ

ミ
ッ

ト
や

Ｇ
７

三
重

・
伊

勢
志

摩
交

通
大

臣
会

合
の

開
催

地
と

し
て

の
ブ

ラ
ン

ド
力

や
三

重
の

強
み

を
生

か
し

た
誘

致
の

促
進

・
Ｍ

Ｉ
Ｃ

Ｅ
の

市
場

動
向

や
必

要
な

受
入

環
境

等
の

調
査

観光部 8



（
１
）
観
光
産
業
の
生
産
性
向
上

①
（
新
）
観
光
産
業
生
産
性
向
上
推
進
事
業

3
4
,2
2
7
千
円

・
観

光
産

業
が

抱
え

る
構

造
的

な
課

題
を

分
析

す
る

た
め

、
観

光
事

業
者

の
実

態
調

査
を

実
施

・
生

産
性

向
上

に
意

欲
的

な
観

光
事

業
者

を
対

象
に

専
門

家
を

派
遣

し
コ

ン
サ

ル
テ

ィ
ン

グ

を
行

い
、

D
X
の

導
入

等
に

よ
る

生
産

性
向

上
や

働
き

や
す

い
職

場
づ

く
り

に
向

け
た

取
組

を
支

援

３
魅
力
的
な
観
光
産
業
の
確
立

観
光
戦
略
課

①
②
③
05
9-
2
24
-
31
1
5

（
２
）
観
光
産
業
を
支
え
る
人
材
の
確
保
・
育
成
・
定
着

②
（
新
）
観
光
産
業
人
材
確
保
・
育
成
事
業

3
2
,3
0
4
千
円

・
観

光
事

業
者

を
対

象
と

し
た

働
き

方
や

採
用

手
法

に
関

す
る

セ
ミ

ナ
ー

の
実

施

・
観

光
産

業
に

特
化

し
た

就
職

説
明

会
の

開
催

・
人

材
確

保
に

向
け

た
マ

ッ
チ

ン
グ

の
支

援

③
（
新
）
観
光
産
業
魅
力
発
信
事
業

5
,4
7
6
千
円

観
光

業
界

で
の

働
き

が
い

や
地

域
に

お
け

る
貢

献
な

ど
、

若
い

世
代

に
向

け
て

観
光

産
業

の
魅

力
を

発
信

県
内

観
光

産
業

の
持

続
可

能
な

成
長

産
業

へ
の

転
換

を
支

援
す

る
た

め
、

観
光

事
業

者
が

抱
え

る
課

題
解

決
に

向
け

た
コ

ン
サ

ル
テ

ィ
ン

グ
支

援
な

ど
に

よ
り

事
業

者
の

生
産

性
向

上
の

取
組

を
支

援
す

る
と

と
も

に
、

観
光

産
業

に
特

化
し

た
就

職
説

明
会

の
開

催
な

ど
人

材
確

保
の

取
組

を
支

援
し

ま
す

。

④
（
新
）
み
え
の
風
土
を
活
用
し
た
観
光
推
進
事
業
1
1
,3
9
9
千
円
【
一
部
】

高
付

加
価

値
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
の

多
様

な
ニ

ー
ズ

に
対

応
で

き
る

外
国

語
能

力
と

三
重

の
観

光
に

関
す

る
質

の
高

い
知

識
を

有
す

る
ガ

イ
ド

人
材

を
育

成

就
職
説
明
会
の
様
子

観
光
振
興
課

④
0
5
9
-2
2
4-
3
11
6

観
光
産
業
を
取
り
巻
く
現
状
と
課
題

観
光
産
業
の
抱
え
る
構
造
的
な
課
題

観
光

産
業

は
大

き
な

成
長

が
見

込
ま

れ
る

一
方

、
D

X
化

へ
の

対
応

の
遅

れ
に

よ

る
生

産
性

の
低

さ
や

旧
来

型
の

事
業

モ
デ

ル
へ

の
依

存
と

い
っ

た
課

題
が

存
在

観
光
産
業
に
お
け
る
労
働
環
境

観
光

産
業

は
平

均
年

収
が

低
く

、
勤

務
日

や
勤

務
時

間
が

不
規

則
な

働
き

方
が

原
因

と
な

り
、

離
職

率
が

高
く

人
材

が
定

着
し

な
い

状
況

宿
泊
業
平
均
年
収
（
R
4
）
：
3
3
5万
円
（
県
内
産
業
平
均
：4
81
万
円
）

宿
泊
業
平
均
勤
続
年
数
（
R
4
）
：
9
.2
年
（
県
内
産
業
平
均
：1
2.
4
年
）

宿
泊
業
・
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業

年
次
有
給
休
暇
平
均
取
得
日
数
（
R
3
年
度
）
：
6
.7
日
（
県
内
産
業
平
均
：1
0.
4
日
）

ガ
イ
ド
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
（
実
地
）
の
様
子

3
3

5
 

4
8

1
 

6
0

8
 

0

2
0

0

4
0

0

6
0

0

8
0

0
産
業
別
平
均
年
収
（
三
重
県
）

（出
典
）厚
生
労
働
省
：令
和
４
年
賃
金
構
造
基
本
統
計
調
査

万
円

産
業
別
最
下
位
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